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・勉強する子 ・やさしい子 ・元気な子  

給食費の口座振替について 
今月は、４，１００円の引き落としを予定しています。

引き落としに備え、口座残高の確認をお願いいたします。
６月分 第１回：１３日（水）・第２回：２７日（水）  

 
 
 
 
 

 

○み んな○○○わわわ くわく○の びのび○え がおで 

離任式 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
５月２日に離任式が行われ、子どもたちは、転退職

された先生方に感謝の気持ちを伝えました。これまで、
ご尽力いただいた先生方ありがとうございました。  

遠足（３・４年生）  

 

 

 

 

 
５月１８日 (水 )に３・４年生の遠足を実施しました。         

 前日の雨により、茨城県自然博物館で、見学と外遊
びをしました。博物館の見学をグループで、しっかり
と行いました。また、外での学級レクで異学年の友だ
ちとも絆を深めることができました。  

※ 行事等は日程を変更する場合がございます。  

最新情報は、学級通信等でご確認ください。  

「高く飛ぶ鳥は地に伏すこと長し」   校長 吉田豊彦  
早いもので１学期も折り返しの６月を迎えました。これまで、

授業はもちろん、始業式・入学式から、授業参観懇談会、健康

診断、学力学習状況調査、引渡訓練、遠足、ＰＴＡ総会、栽培

活動、交通安全教室、新体力テスト、校内硬筆競書会等々・・・

さまざまな行事がありました。そのようななか、私自身も週に

３回以上も出張することが続き、校長不在となる日が多くあり

ました。しかし、学校にいられる日に、先生と子どもたちのや

りとりや授業での子どもたちが落ち着いて一生懸命やっている

姿を見る時に、この光景は、家庭での生活や地域の皆様方のご支

援やご協力のお陰もありますが、本校の教職員の子どもを思う指導があっ

てのことと感謝しています。  

そんな時に、校長室に掲額されている校歌の書。昭和１９年

に制定された本校校歌の作詞は、言わずと知れた「荒城の月」

の作詞者「土井晩翠」氏である。作曲は、童謡「花火」などの作

曲で知られる埼玉県加須市生まれの 「下総皖一」氏。下総皖一氏

は、現在の東京芸術大学で生涯教鞭をとり、若者にはいつも 「高

く飛ぶ鳥は地に伏すこと長し」という言葉を投げかけていたそうで

す。若い時にこそ、下積みの時代にこそ、我慢をし努力をし実

力を蓄えて、そして高く飛び立ってほしいという思いを込めて。 

この言葉は、吉川市教育大綱の掲げる「志を立て、凛として生きてゆく」

に繋がっているように思います。志を成し遂げるために、数値で

表せる体力や学力だけでなく、数値では表せない目標に向けて

根気強く頑張ることや、自分を信じ甘い気持ちに負けない強い

心を育てること、人との関わりのなかでの思いやりや優しさを

学ぶなどの「非認知能力」の向上に繋げるという意味で。子ども

たちには、高く飛  

び立つその日のた  

めに、今できるこ  

とをたくさん学び  

体験して、力を蓄えてほしいと願っています。  

 

平成３０年度 ６月行事予定 

 

学校応援団募集中！ 

 学校応援団員を募集しております。登下校時見守り・

環境整備（花壇の世話・図書室整理）・家庭科等の学習支

援など、気軽にお手伝いしてみませんか。  

照会は本校教頭までお願いいたします。  

三輪野江小家庭読書の日（毎月２２日） 
毎月２２日を三輪野江小家庭読書の日と位置付け、一

層の読書活動の推進と家族の絆を深める機会といたしま
した。「本は心の友・読書は心を育てます。」子ども達と
のふれあいの一環としてください。  緑のカーテン 

浅水幸雄 氏  

鈴木彰夫 氏  

ケナフ栽培 

飯島輝男 氏  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8D%92%E5%9F%8E%E3%81%AE%E6%9C%88

